






How to choose perfect old tales for story telling :
Instruction plan of the Niigata Seiryo kindergarten
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NIIGATA SEIRYO UNIVERSITY
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Abstract
For story telling, it is important to select stories that are suitable for the ages of children
concerned.
Teachers in kindergarten usually select old tales for children based on their own experiences. 
However, in my opinion, a more effective standard for choosing old tales for children could be
developed by analysing story structures. Therefore, I conducted research on various components
of stories, for example, outline of stories and roles played by characters.
In this study, the instruction plan of the Niigata Seiryo kindergarten for 2005 was analysed.
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How to choose perfect old tales for story telling
表１　平成17年度　新潟青陵幼稚園年間指導計画の素話部分 
  三歳児クラス 四歳児クラス 
 ４　月   若返りの水〈こ日３〉※ 
 ５　月   食わず女房〈こ日３〉 
   おいしいおかゆ〈こグ１〉 
 ６　月   小人と靴屋（こびととくつや）〈こグ６〉 
 ７　月   七夕の由来（たなばた） 
 ９　月 若返りの水〈こ日３〉※ さる地蔵〈こ日１〉 
 
10　月
 チックとタック※ さるの一文銭〈す〉 
   三びきのやぎのガラガラドン（ヤギの兄弟）〈幼〉 さるかに合戦（さるとかに）〈こ日２〉 
 
11　月
 大工と鬼六〈こ日１〉※ 一本歯のげた〈す〉 
   小さなお城〈幼〉  
 12　月 おおかみと七ひきの子ヤギ（狼と七匹の仔ヤギ）〈こグ１〉 大工と鬼六〈こ日１〉※ 
 
１　月
 笠地蔵〈こ日１〉 ねずみの嫁入り（ねずみの婿取り）〈福５〉 
   おむすびころりん（ねずみ浄土）〈こ日３〉  
  かちかち山〈こ日３〉 豆まきの由来（節分の豆） 
 ２　月  ブレーメンの音楽隊〈こグ４〉 
   チックとタック※ 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































How to choose perfect old tales for story telling
⑤　繰り返し構造の背後にある論理
―「三びきのやぎのガラガラドン」（三
歳十月）「ねずみの嫁入り」（四歳一月）
これらはともに外見上単純な繰り返し構造
という点で共通性が見いだせるように思われ
る。「三びきのやぎのガラガラドン」は、や
ぎの出立―トロルの加害―やぎの救出が繰り
返さたあと、闘い―やぎの勝利という結末に
至る。一方「ねずみの嫁入り」は、ねずみの
夫婦が様々な婿候補の元を順番に訪ね歩くと
いうもので、出立の後真の婿がねに至り欠如
が解消されるまで、贈与者の第一機能が並ぶ。
登場人物の機能の点では「ねずみの嫁入り」
の方がより単純とも言える。けれども、「こ
れこれの理由で私より誰それの方が偉い」と
いう理屈が場面と場面をつないでおり、それ
が一巡してねずみ自身に戻って来るという作
りにおもしろさの主眼があるという点で、い
わば論理的な展開となっている。ある程度の
論理的思考への理解力が必要とされる物語
で、外見上の構造ほど簡単な話ではない。
まとめ
以上、平成17年度新潟青陵幼稚園年間指導
計画に取り入れられている素話の物語につい
て考えてみた。三歳児指導計画に盛り込まれ
た物語と、四歳児指導計画に盛り込まれた物
語とでは、似た骨格を持つものであっても物
語構造の複雑さに違いがあるが、それは各物
語の「登場人物の機能」を整理し、組み合わ
せや配列まで含めて見ることによって、ある
程度把握できることがわかった。子どもたち
にとっての物語のわかりやすさを左右する要
因は一つではなく、登場人物の数や物語のデ
ィテール、因果関係や理屈等様々なものがあ
るが、それらについて判断する際にはまず
「登場人物の機能」をもとに物語を分析整理
した上で比較検討してみることが有効なので
はないかと考える。「登場人物の機能」をも
とにして物語構造を考えることは、相対的な
話の複雑さを判断する手がかりにの一つにな
りうると考えるものである。
※本稿をまとめるにあたっては、新潟青陵幼稚園の
加藤由美子園長をはじめ、先生方より指導計画並
びに有益な情報の提供、助言等を受けた。心より
感謝する。なお、本稿の記述についてのすべての
責任は筆者にある。
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